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一　

理
論
研
究
の
展
開
と
研
究
収
録
論
文
に
つ
い
て

　

本
巻
に
は
、
真
田
社
会
福
祉
理
論
に
関
す
る
枠
組
み
や
重
要
な
論
点
、
課
題
を
示
し
た
主
要
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
Ⅰ
「
基

本
的
視
点
」
に
は
、『
新
版
・
社
会
福
祉
論
』
の
第
３
講
、
第
９
講
を
中
心
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
が
収
め
ら
れ
、

い
わ
ば
真
田
理
論
の
骨
格
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
Ⅱ
「
社
会
福
祉
論
の
展
開
」
に
は
、『
社
会
福
祉
と
主
体
形
成
』
の
た
め
に
書
か

れ
た
「
現
代
社
会
と
社
会
福
祉
」
と
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
主
著
で
あ
る
『
現
代
の
社
会
福
祉
理
論
─
構
造
と
論
点
』（
労
働
旬
報

社
、
一
九
九
四
年
）
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
Ⅲ
「
課
題
」
に
は
、「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
と
そ
の
具
体
化
を
め
ぐ
る

議
論
を
中
心
と
し
て
、
二
一
世
紀
へ
の
社
会
福
祉
の
変
化
を
め
ぐ
る
論
点
と
課
題
が
示
さ
れ
た
論
考
が
収
録
さ
れ
、
今
日
の
社
会
福

祉
構
造
の
も
つ
問
題
を
捉
え
、
発
展
を
追
求
す
る
た
め
の
見
取
り
図
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
社
会
福
祉
理
論
研

究
が
、
社
会
的
現
実
と
実
践
的
課
題
に
対
応
し
て
、
い
か
に
深
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

真
田
是
先
生
が
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
学
、
社
会
問
題
、
社
会
保
障
の
研
究
、
地
域
調
査
に
よ
る
生
活
実
態
把
握
、
そ
し
て
社
会
福

祉
の
理
論
史
的
検
討
を
経
て
、
社
会
福
祉
理
論
の
体
系
的
な
視
点
を
提
示
さ
れ
る
の
は
一
九
六
八
年
の
共
編
著
『
社
会
福
祉
論
』

（
有
斐
閣
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
三
元
構
造
」
に
関
し
て
は
ま
だ
部
分
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
そ

真
田
是
著
作
集　
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の
後
一
九
七
一
年
の
「
社
会
福
祉
理
論
研
究
の
課
題
」
や
一
九
七
三
年
の
「
社
会
福
祉
理
論
の
性
格
と
枠
組
」
に
お
い
て
基
本
的
な

理
論
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
同
年
の
『
現
代
社
会
福
祉
論
─
そ
の
現
状
と
課
題
』（
野
久
尾
徳
美
と
共
編
）
や
一
九
七
五
年

の
『
新
版
・
社
会
福
祉
論
』
等
に
お
い
て
「
三
元
構
造
」
の
枠
組
み
は
明
確
に
示
さ
れ
、
そ
の
後
へ
と
歩
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
こ

に
は
対
象
論
に
お
け
る
「
社
会
問
題
・
生
活
問
題
・
社
会
福
祉
」
か
ら
『
現
代
の
社
会
福
祉
理
論
』
に
お
け
る
「
生
活
の
社
会
化
」

の
視
点
の
導
入
や
「
ニ
ー
ズ
論
」
批
判
の
展
開
、
運
動
、
労
働
と
か
か
わ
る
社
会
福
祉
に
お
け
る
自
立
や
主
体
形
成
の
視
点
、
さ
ら

に
二
〇
〇
〇
年
以
後
の
論
旨
の
展
開
へ
と
、
社
会
福
祉
を
と
り
ま
く
動
向
と
学
問
状
況
と
を
視
野
に
入
れ
た
理
論
化
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
理
論
の
柱
の
一
つ
に
な
っ
た
の
は
、
三
元
構
造
の
結
節
点
と
し
て
の
福
祉
労
働
の
位
置
と
役
割
の
提
起
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
社
会
福
祉
に
お
け
る
主
体
形
成
の
も
つ
意
義
が
提
起
さ
れ
た
。
真
田
先
生
の
社
会
福
祉
理
論
は
、
た
だ
社
会
福

祉
を
構
造
的
に
捉
え
て
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
を
示
す
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
政
策
の
問
題
点
を
適
切
に
把
握
し
批

判
す
る
枠
組
み
を
提
供
し
、
私
た
ち
が
働
く
事
業
や
技
術
の
も
つ
役
割
と
位
置
を
把
握
し
、
さ
ら
に
、
社
会
福
祉
と
民
主
主
義
の
発

展
、
人
権
・
生
存
権
の
確
立
と
の
関
係
が
展
望
さ
れ
て
い
る
。

　

本
巻
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
真
田
社
会
福
祉
理
論
の
形
成
過
程
、
エ
ッ
セ
ン
ス
と
今
日
的
意
義
を
全
体
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
収
録
論
文
か
ら
は
、
現
実
の
福
祉
状
況
を
打
開
し
、
変
革
を
促
す
た
め
の
働
き
か
け
と
し
て
、
き
わ

め
て
実
践
的
な
意
味
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
巻
の
著
作
と
並
行
し
て
書
か
れ
た
他

の
巻
の
諸
論
文
も
合
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
く
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
々
に
時
代
状
況
の
中
で
書
か
れ
た
社
会
保

障
・
社
会
福
祉
の
動
向
分
析
や
政
策
批
判
の
時
論
的
な
も
の
も
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
と
、
こ
の
巻
に
示
さ
れ
た
理
論
枠
組
み
が
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、
生
活
と
政
策
の
実
態
と
福
祉
実
践
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
理
論
化
が
導
き
出
さ
れ
て
き
た
か
が
分
か

り
、
理
論
と
実
践
の
密
接
な
関
連
の
大
切
さ
を
互
い
に
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　

二　
「
三
元
構
造
」
の
も
つ
背
景
と
意
味　

　

真
田
社
会
福
祉
理
論
は
、
対
象
、
政
策
主
体
、
要
求
・
運
動
の
「
三
元
構
造
」
論
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
と
歴
史
的
背

景
を
考
え
て
お
き
た
い
。
真
田
先
生
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
本
質
論
争
に
つ
い
て
「
こ
れ
で
私
は
随
分

理
論
的
に
訓
練
さ
れ
、
同
時
に
こ
の
本
質
論
議
の
歪
み
も
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
歪
み
は
ど
う
も
本
質
論
議
が
社
会
福

祉
の
現
実
か
ら
だ
ん
だ
ん
離
れ
て
い
く
。
こ
の
社
会
福
祉
の
現
実
と
離
れ
た
本
質
論
議
と
い
う
の
は
意
味
が
あ
る
の
か
」。
そ
の
よ

う
に
感
じ
て
「
社
会
福
祉
の
本
質
論
と
共
に
社
会
福
祉
の
現
実
を
解
明
す
る
中
間
的
な
、
媒
介
的
な
概
念
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
、

こ
う
い
う
も
の
と
し
て
私
の
勝
手
な
命
名
で
三
元
構
造
を
言
い
だ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」（
最
終
講
義
「
社
会
学
・
社
会
問
題
・

社
会
福
祉
─
ど
う
学
ぶ
か
─
」『
立
命
館
産
業
社
会
論
集
』
30
巻
１
号　

一
九
九
四
年
六
月　

一
一
頁
）

　

こ
う
し
て
社
会
と
「
社
会
福
祉
の
現
実
」
か
ら
明
ら
か
と
な
る
社
会
福
祉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

経
過
は
、
一
番
ケ
瀬
康
子
氏
と
の
共
編
著
『
社
会
福
祉
論
』（
有
斐
閣　

一
九
六
八
年
。
高
島
進
氏
は
企
画
の
一
人
だ
っ
た
が
、
イ

ギ
リ
ス
留
学
の
た
め
編
者
を
辞
し
て
い
る
）
か
ら
『
新
版
・
社
会
福
祉
論
』（
同　

一
九
七
五
年
）
へ
の
変
化
に
よ
く
表
れ
て
お
り
、

一
番
ヶ
瀬
、
真
田
、
高
島
を
中
心
と
す
る
新
た
な
理
論
潮
流
が
見
ら
れ
る
。
旧
版
と
新
版
の
間
に
は
、
高
度
経
済
成
長
の
終
焉
か
ら

福
祉
見
直
し
、
や
が
て
一
九
八
一
年
の
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
が
設
置
さ
れ
て
臨
調
「
行
革
」
路
線
へ
と
進
む
動
き
、
他
方
で
七

〇
年
代
に
は
革
新
自
治
体
の
発
展
、
社
会
運
動
の
変
化
、
社
会
福
祉
の
専
門
職
制
度
や
福
祉
労
働
を
め
ぐ
る
動
き
が
あ
り
、
社
会
福

祉
の
現
実
を
捉
え
て
社
会
福
祉
の
本
質
と
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
理
論
的
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
旧
版
と
新
版
の
構

成
を
比
べ
る
と
、
旧
版
の
一
二
章
か
ら
新
版
で
は
一
六
章
構
成
へ
増
加
し
、
第
一
部
（
社
会
福
祉
の
一
般
理
論
）
の
第
六
講
「
社
会

福
祉
労
働
（
者
）
論
」、
第
九
講
「
社
会
福
祉
と
社
会
体
制
」
と
、
第
二
部
（
社
会
福
祉
の
現
状
分
析
）
の
第
一
四
講
「
民
間
社
会

福
祉
労
働
者
の
現
状
と
課
題
」、
第
一
六
講
「
日
本
の
社
会
福
祉
と
自
治
体
」
が
追
加
さ
れ
、
旧
版
の
「
分
野
と
方
法
」、
関
連
制
度
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の
構
成
や
地
域
福
祉
の
位
置
な
ど
も
か
な
り
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
真
田
先
生
は
新
版
に
お
い
て
、
旧
版
を
大
幅
に
改
稿
し
た
第
Ⅰ
部
「
社
会
福
祉
の
対
象
」（
本
巻
Ⅰ
─
４
）、「
社
会
福

祉
と
社
会
運
動
」、
第
Ⅱ
部
の
「
現
代
の
社
会
福
祉
対
象
」
に
加
え
て
、
新
た
に
第
Ⅰ
部
の
「
社
会
福
祉
と
社
会
体
制
」（
本
巻
Ⅰ
─

２
）
を
執
筆
し
、
三
元
構
造
の
理
論
枠
組
の
全
体
を
明
確
に
提
示
し
た
。「
社
会
福
祉
の
対
象
」
で
は
一
節
「
社
会
問
題
の
成
立
・

展
開
」
は
同
じ
だ
が
、
二
節
は
旧
版
の
「
社
会
福
祉
と
社
会
問
題
」（
階
級
社
会
の
生
存
阻
害
、
社
会
問
題
と
は
何
か
、
社
会
福
祉

の
対
象
）
か
ら
新
版
で
は
「
社
会
問
題
と
社
会
福
祉
の
対
象
」（
社
会
福
祉
政
策
と
社
会
福
祉
の
対
象
、
社
会
福
祉
の
実
践
活
動
と

社
会
福
祉
の
対
象
、
社
会
福
祉
の
対
象
と
二
つ
の
対
応
）
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
政
策
に
よ
る
「
対
象
の
対
象

化
」、
実
践
活
動
と
対
象
の
関
係
な
ど
、
対
象
論
が
明
確
に
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
見
る
と
、「
三
元
構
造
」
は
社
会
福
祉
の
要
素
を
た
だ
機
能
的
に
整
理
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
を
、
真
田
先
生
は
「
現
代
社
会
と
社
会
福
祉
」（
本
巻
Ⅱ
─
１
）
で
、
社
会
福
祉
の
「
変
わ
ら
ざ
る
本
質
と
と
も
に
変
化
の
レ
ベ

ル
と
様
相
も
解
明
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
福
祉
の
対
象
と
運
動
と
政
策
主
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
と
相
互
の
関
連
の
フ
レ

ー
ム
は
、
そ
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
（
河
合
幸
尾
・
宮
田
和
明
編
『
社
会
福
祉
と
主
体
形
成
』
法
律
文
化
社

　

一
頁
）。

　

社
会
福
祉
の
変
化
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
理
論
提
示
は
、
孝
橋
正
一
『
続
・
社
会
事
業
の
基
本
問
題
』（
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房　

一
九
七
三
年
）
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、「
真
田
理
論
」
は
一
般
に
「
運
動
論
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
真
田
先
生
は
次
の
よ
う

に
反
論
し
て
い
る
。「
私
の
場
合
は
、
大
河
内
一
男
氏
や
孝
橋
氏
の
『
政
策
論
』
と
呼
ば
れ
た
も
の
を
枠
に
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら

が
資
本
主
義
と
い
う
階
級
社
会
の
基
底
に
あ
る
階
級
関
係
か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
無
視
す
る
一
面
的
な
形
而
上
的
な
立
論
に
陥
る

弱
点
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
、
階
級
関
係
か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
『
運
動
』
を
『
政
策
論
』
に
内
蔵
さ
せ
る
必
要
を
主
張
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
と
し
て
は
宮
田
和
明
氏
の
命
名
で
あ
る
『
新
政
策
論
』
の
ほ
う
が
は
る
か
に
ぴ
っ
た
り
す
る
」。

ま
た
、
副
田
義
也
論
文
（「
社
会
主
義
の
不
在
と
社
会
福
祉
の
行
方
」）
へ
の
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
「
社
会
体
制
と
社
会
福
祉
─
第

52
号
『
副
田
論
文
』
を
め
ぐ
っ
て
─
」（「
社
会
福
祉
研
究
」
第
53
号　

一
九
九
二
年
四
月
）
で
は
、「
社
会
主
義
崩
壊
論
」
を
批
判

す
る
と
と
も
に
、「
私
の
主
張
は
運
動
を
中
心
に
据
え
よ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
行
わ
れ
て
き
た
『
社
会

政
策
論
争
』
で
の
遺
産
で
あ
る
階
級
関
係
か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
社
会
福
祉
理
論
の
場
合
に
も
継
承
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の

に
す
ぎ
な
い
」（
一
一
頁
）
と
も
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
日
本
の
社
会
福
祉
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
生
産
関
係
と
政
策
に
抗
し
て

民
主
主
義
の
力
を
強
め
る
こ
と
だ
が
、
社
会
福
祉
は
逆
に
、
民
主
主
義
の
力
を
強
め
る
う
え
で
特
別
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
社
会

福
祉
は
基
本
的
人
権
＝
生
存
権
保
障
の
要
求
と
そ
れ
を
制
度
化
し
て
き
た
も
の
な
の
で
、
民
主
主
義
の
基
本
原
理
に
直
接
か
か
わ
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
福
祉
を
要
求
し
運
動
し
て
い
く
場
合
、
具
体
的
な
保
障
を
獲
得
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
同
時
に
民
主
主
義
の
基
本
原
理
を
広
く
国
民
の
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
課
題
も
追
求
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
取
り
組
ま

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
二
頁
）
と
強
調
し
た
。

三　
『
現
代
の
社
会
福
祉
理
論
─
構
造
と
論
点
』（
本
巻
Ⅱ
─
２
）
と
そ
の
後

　

こ
の
よ
う
な
意
図
に
も
と
づ
い
て
、
理
論
の
中
軸
と
な
る
三
元
構
造
と
そ
の
媒
介
と
な
る
福
祉
労
働
と
主
体
形
成
の
検
討
を
組
織

的
に
行
い
な
が
ら
、
九
〇
年
代
の
福
祉
政
策
の
動
向
に
対
峙
し
つ
つ
、『
現
代
の
社
会
福
祉
理
論
─
構
造
と
論
点
』（
労
働
旬
報
社　

一
九
九
六
年　

本
巻
Ⅱ
─
２
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
書
は
「
改
革
方
向
の
提
示
の
喫
緊
性
」
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
（
本
書

は
博
士
論
文
と
な
っ
た
）、
六
章
構
成
の
う
ち
第
一
、
四
、
五
章
は
書
き
下
ろ
し
、
第
二
章
、
三
章
、
終
章
は
『
総
合
社
会
福
祉
研

究
』
に
九
〇
～
九
三
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
も
の
を
削
除
・
調
整
し
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
検
討
さ
れ
た
理
論
枠
組
を
提
示
す
る

と
と
も
に
、
九
〇
年
代
以
後
の
情
勢
と
課
題
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
社
会
福
祉
の
現
実
は
民
主
主
義
の
力
量
・
水
準
と
順
相

関
の
関
係
に
あ
り
、
民
主
主
義
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
な
し
て
い
る
」（
三
頁
）
と
い
う
言
葉
で
本
書
は
始
ま
る
。「
は
し
が
き
」
に
は
、

臨
調
「
行
革
」
路
線
の
下
で
登
場
し
た
福
祉
改
革
論
と
そ
の
政
策
技
術
的
な
方
向
を
、「
社
会
福
祉
の
事
業
や
労
働
の
『
ハ
ウ
ツ
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ー
』
化
と
、
社
会
福
祉
理
論
に
お
け
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
一
定
の
広
が
り
」
と
捉
え
、「
臨
調
『
行
革
』
と
の
か
か
わ
り
で
、

社
会
福
祉
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
理
論
潮
流
の
問
題
点
」（
四
～
五
頁
）
を
根
源
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
批
判
の
背
景
に
は
、
九
〇
年
代
の
政
策
主
体
に
よ
る
「
福
祉
改
革
」
の
誘
導
と
人
権
保
障
・
公
的
責
任
の
後
退
の
動
き
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
制
度
改
革
の
み
な
ら
ず
、
事
業
や
労
働
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
や
成
果
主
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
業
の
細

部
ま
で
浸
潤
す
る
競
争
原
理
と
市
場
原
理
主
義
的
な
潮
流
の
中
で
、
問
題
の
本
質
を
見
ず
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
把
握
す
る
政
策
に

従
属
し
た
理
論
傾
向
は
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
そ
う
し
た
市
場
原
理
主
義
の
国
際
動
向
を
日
本
に
導
入
す
る

に
あ
た
っ
て
、
い
わ
ば
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
利
用
の
日
本
的
特
質
の
も
つ
問
題
点
も
背
後
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
書
の
論
旨
に
は
、
理
論
枠
組
と
そ
の
拠
っ
て
立
つ
論
理
が
よ
り
体
系
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
五
章
「
社
会
福
祉
労
働
論
」

で
は
、
福
祉
労
働
を
「
政
策
を
基
礎
に
技
術
を
位
置
づ
け
る
環
に
な
る
も
の
と
し
て
」（
一
六
七
頁
）
捉
え
、
社
会
福
祉
政
策
が
福

祉
労
働
を
不
可
欠
に
し
、
福
祉
の
技
術
も
福
祉
労
働
の
中
で
存
在
し
機
能
す
る
こ
と
の
関
係
を
整
理
し
て
、
社
会
福
祉
の
政
策
と
実

践
を
把
握
す
る
視
点
を
明
確
に
し
て
い
る
（
具
体
的
検
討
は
第
５
巻
収
録
論
文
で
詳
し
く
な
さ
れ
て
い
る
）。
そ
し
て
終
章
で
は
社

会
福
祉
に
お
け
る
主
体
形
成
の
意
味
を
明
確
に
し
、「
自
立
」
の
も
つ
豊
か
な
意
味
を
示
し
て
、
福
祉
労
働
と
の
関
連
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
は
、
真
田
先
生
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
日
も
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
と
局
面
を
通
し
て
、
さ
ら
に
追
求
せ

ね
ば
な
ら
な
い
社
会
福
祉
の
重
要
な
実
践
的
・
理
論
的
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
示
さ
れ
る
真
田
先
生
の
社
会
福
祉
の
論
旨
を
辿
り
な
が
ら
、
改
め
て
膨
大
な
社
会
学
と
社
会
問
題
、
地
域
調

査
等
の
研
究
蓄
積
が
社
会
福
祉
理
論
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
が
、
と
く
に
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
市
民
社
会
、

個
人
と
社
会
、
生
活
と
生
活
問
題
等
の
理
論
的
な
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
ま
た
「
戦
後
社
会
福
祉
理
論
と
社
会
学
」（『
社
会
学
評
論
』

第
70
号
、
日
本
社
会
学
会　

一
九
六
七
年
）、「
社
会
問
題
、
社
会
事
業
」（『
社
会
学
評
論
』
第
一
一
〇
号
「
戦
前
日
本
の
社
会
学
」

特
集　

同　

一
九
七
七
年
）、
市
民
社
会
論
争
や
主
体
性
論
争
等
を
広
く
取
り
上
げ
た
「
戦
後
論
争
と
社
会
科
学
」『
立
命
館
産
業
社

会
論
集
』
第
24
巻
１
号　

一
九
八
八
年
六
月
）
な
ど
、
理
論
史
や
論
争
史
を
検
討
し
て
論
点
を
整
理
す
る
作
業
が
基
礎
に
あ
る
こ
と

は
、
真
田
社
会
福
祉
理
論
を
考
え
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

四　

社
会
福
祉
と
「
人
権
・
生
存
権
保
障
」
の
発
展
へ
─
私
た
ち
は
ど
う
継
承
す
る
か

　

最
後
に
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
発
表
さ
れ
た
三
つ
の
論
文
に
ふ
れ
て
、
真
田
先
生
が
提
起
さ
れ
た
課
題
の
継
承
・
発
展
に
つ

い
て
、
三
点
考
え
て
お
き
た
い
。
理
論
研
究
の
課
題
は
各
時
代
状
況
に
お
い
て
何
度
か
整
理
さ
れ
て
い
る
が
（
Ⅰ
─
３
、
Ⅲ
─
１
な

ど
）、
そ
れ
ら
は
今
日
の
段
階
に
お
い
て
読
み
直
し
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
実
を
総
体
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
は
、
真
田

先
生
の
示
す
枠
組
み
を
今
日
的
に
再
定
位
し
、
社
会
福
祉
の
原
理
を
さ
ら
に
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
に
は
、「
社
会
福
祉
の
対
象
で
あ
る
社
会
問
題
と
し
て
の
生
活
問
題
と
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
要
求
・
運
動
と
、
政
策

主
体
の
社
会
的
・
政
治
的
性
格
の
三
つ
の
相
互
関
連
の
フ
レ
ー
ム
」（
本
巻
Ⅲ
─
２
、「
戦
後
社
会
福
祉
の
政
策
展
開
と
展
望
（
一
）

─
政
策
批
判
の
視
点
か
ら
」
二
三
～
二
四
頁
）
に
よ
っ
て
、
展
開
過
程
と
今
日
の
段
階
の
内
容
分
析
を
さ
ら
に
具
体
的
に
行
い
、
福

祉
労
働
の
形
態
と
本
質
の
細
部
の
検
討
、
社
会
福
祉
に
お
け
る
主
体
形
成
の
「
い
ろ
い
ろ
な
過
程
」
と
「
モ
メ
ン
ト
」（『
理
論
』
二

二
七
頁
な
ど
の
指
摘
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
三
元
構
造
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
と
対
抗
関
係
を
検
証
し
て
、
私
た

ち
の
取
り
組
み
と
展
望
に
確
信
を
も
ち
、
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
な
点
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
社
会
福
祉
の
全
体
像
の
今
日
の
状
況
か
ら
の
把
握
で
あ
る
。「
社
会
福
祉
の
対
象
─
政
策
─
運
動
─
労
働
─
事
業
」（
Ⅲ

─
４
、『
21
世
紀
の
社
会
福
祉　

第
１
巻
・
国
民
生
活
と
社
会
福
祉
政
策
』
か
も
が
わ
出
版　

二
〇
〇
二
年
）
で
は
、
今
日
の
情
勢

に
も
と
づ
く
事
業
と
労
働
の
内
容
と
役
割
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
が
収
録
さ
れ
た
講
座
全
体
で
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
新
自
由
主
義
の
潮
流
が
続
き
、
公
的
責
任
の
解
体
と
「
規
制
緩
和
」
が
進
行
す
る
中
で
、
事
業
の
経
営
、
組
織
、
技
術
の

問
題
を
全
体
構
造
に
適
切
に
位
置
づ
け
、
政
策
に
よ
る
福
祉
事
業
・
労
働
の
管
理
・
支
配
に
抗
し
て
人
権
と
民
主
主
義
に
も
と
づ
く

社
会
福
祉
確
立
の
作
業
を
、
総
力
を
挙
げ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
政
策
科
学
」
の
批
判
的
検
討
を
ふ
ま
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え
て
、
社
会
と
福
祉
発
展
の
視
点
か
ら
政
策
・
サ
ー
ビ
ス
評
価
や
計
画
策
定
を
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
や
、
民
間
社
会
福
祉
の
本

来
の
使
命
の
確
認
と
実
践
的
検
討
な
ど
も
必
要
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
こ
の
こ
と
は
、「
人
権
・
生
存
権
保
障
」
の
原
理
か
ら
ど
の
よ
う
に
社
会
福
祉
を
「
定
式
化
」
す
る
か
と
い
う
こ
と
と

結
び
つ
く
。
真
田
先
生
は
、
社
会
福
祉
の
原
理
に
は
「
ト
ー
タ
ル
な
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
定
式
化
」
と
「
社
会
福
祉
が
労

働
・
生
活
に
関
わ
る
定
式
化
」
と
の
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
（
位
相
）
が
あ
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
深
め
ら
れ
具
体
化
さ
れ
て
い
く
の
が
社

会
福
祉
の
発
展
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
原
理
こ
そ
が
「
人
権
・
生
存
権
保
障
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
「
基
礎
構
造
改
革
」
と
そ
の
後
の
政
策
動
向
の
本
質
的
な
問
題
を
厳
し
く
指
摘
す
る
（
Ⅲ
─
３
、「
社
会
福

祉
原
理
・
思
想
を
め
ぐ
る
論
点
と
課
題
」『
２
０
０
５
年
日
本
の
福
祉　

論
点
と
課
題
』
大
月
書
店　

二
〇
〇
五
年
五
月　

六
八
～

六
九
頁
）。
こ
の
提
起
は
、
社
会
福
祉
の
原
理
・
思
想
を
把
持
し
、
人
間
の
尊
厳
と
生
き
る
権
利
に
も
と
づ
く
正
し
い
発
展
を
押
し

進
め
る
道
標
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
そ
の
た
め
に
、
一
人
一
人
の
働
き
の
中
で
、
諸
局
面
の
分
析
と
発
展
の
た

め
の
組
織
論
を
さ
ら
に
精
緻
に
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

真
田
先
生
は
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
の
真
に
民
主
的
で
総
合
的
な
発
展
を
展
望
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
こ
に
あ
る
論
考
は
、
汲
ん
で

も
尽
き
な
い
源
泉
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
が
実
践
の
中
で
繰
り
返
し
立
ち
戻
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
迸
る
よ
う
な
熱
い
願
い

に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
社
会
と
社
会
福
祉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
私
た
ち
は
ど
う
継
承
し
発
展
さ
せ
る
か
、
真
田
先
生
は

問
う
て
お
ら
れ
る
と
思
う
。


